
(57)【要約】
【課題】発芽率又は植物生育環境を促進かつ改善することができる培養土、発芽率改善剤
及び土壌改質剤、ならびに発芽率改善方法及び土壌改質方法を提供する。
【解決手段】培養土は、土壌とごく少量の水溶性セルロース誘導体とで構成される。水溶
性セルロース誘導体は、例えば、土壌１００重量部に対して水溶性セルロース誘導体０．
０００１～０．５重量部、特に０．００１～０．３重量部程度使用してもよい。前記セル
ロース誘導体はセルロースエーテル類であってもよい。また、前記水溶性セルロース誘導
体の平均置換度は０．５～１．５程度であってもよく、２０℃での１重量％水溶液の粘度
は５～２００００ｍＰａ・ｓ程度であってもよい。
【選択図】　　　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 部 を 含 む 培
養 土 。
【 請 求 項 ２ 】
水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が 、 セ ル ロ ー ス エ ー テ ル 類 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 培 養 土 。
【 請 求 項 ３ 】
水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が 、 ア ル キ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ル
ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 又 は そ の 塩 、 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス 及 び ア ル キ
ル カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 又 は そ の 塩 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 種 で あ
る 請 求 項 １ 記 載 の 培 養 土 。
【 請 求 項 ４ 】
水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の １ 重 量 ％ 水 溶 液 粘 度 が 、 ２ ０ ℃ に お い て 、 ５ ～ ２ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ
ａ ・ ｓ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 培 養 土 。
【 請 求 項 ５ 】
水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が 、 平 均 置 換 度 ０ ． ５ ～ １ ． ５ で あ り 、 ２ ０ ℃ で の １ 重 量 ％ 水 溶
液 の 粘 度 が ５ ～ ２ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 培 養 土 。
【 請 求 項 ６ 】
水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の 割 合 が 、 土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ３ 重 量 部
で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 培 養 土 。
【 請 求 項 ７ 】
土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 部 の 割 合 で 混 合 し 、 種 子 の 発 芽 又 は
植 物 の 生 育 を 改 善 す る た め の 改 善 剤 で あ っ て 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 で 構 成 さ れ て い る
発 芽 率 改 善 剤 。
【 請 求 項 ８ 】
土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 部 を 混 合 し
た 培 養 土 に 、 播 種 又 は 植 物 を 栽 培 し 、 種 子 の 発 芽 又 は 植 物 の 生 育 を 改 善 す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
土 壌 と 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 と を 混 合 し て 団 粒 を 生 成 さ せ 、 種 子 の 発 芽 又 は 植 物 の 生 育
を 改 善 す る 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 部 の 割 合 で 混 合 し 、 こ の 土 壌 を 種 子
の 発 芽 又 は 植 物 の 生 育 に 適 し た 土 壌 に 改 質 す る た め の 改 質 剤 で あ っ て 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス
誘 導 体 で 構 成 さ れ て い る 土 壌 改 質 剤 。
【 請 求 項 １ １ 】
土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 部 を 混 合 し
、 種 子 の 発 芽 又 は 植 物 の 生 育 に 適 し た 土 壌 に 改 質 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を 含 む 培 養 土 、 こ の 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 か ら 構 成
さ れ る 発 芽 率 改 善 剤 及 び 土 壌 改 質 剤 、 な ら び に 前 記 培 養 土 を 用 い 、 発 芽 又 は 植 物 の 生 育 を
改 善 す る 方 法 及 び 土 壌 改 質 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
植 物 生 育 用 の 土 壌 は 、 適 度 な 吸 排 水 性 、 保 水 性 、 給 水 性 や 通 気 性 な ど の 機 能 を 有 す る 環 境
を 保 つ こ と が 必 要 不 可 欠 で あ り 、 こ の よ う な 環 境 を 、 植 物 生 育 中 を 通 じ て 維 持 す る こ と が
、 植 物 の 良 好 な 生 育 に つ な が る 。 つ ま り 、 生 育 中 の 障 害 、 例 え ば 、 発 芽 率 の 低 下 、 葉 や 茎
の 枯 れ 、 根 腐 れ 、 葉 が 硬 く な る な ど の 現 象 は 、 前 記 生 育 環 境 が 保 た れ て い な い 場 合 に 起 こ
る こ と が 多 い 。 し か し 、 生 育 前 に は 、 前 述 の よ う な 環 境 を 保 持 し て い て も 、 植 物 成 長 に 伴
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う 根 の 張 り 出 し や 散 水 に よ る 土 壌 へ の 圧 力 な ど の 影 響 に よ り 、 土 壌 の 空 隙 率 は 除 々 に 低 下
し て 固 ま り 、 吸 排 水 性 、 保 水 性 、 給 水 性 や 通 気 性 が 低 下 し て 、 前 述 の よ う な 生 育 障 害 が 起
こ る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 、 土 壌 に 混 合 す る こ と に よ り 、 土 壌 の 保 水 性 を 維 持 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー が 知 ら れ て い
る 。 し か し 、 多 量 の ポ リ マ ー を 必 要 と す る た め 、 コ ス ト 的 に 不 利 で あ る と と も に 、 ポ リ マ
ー 自 身 の 高 い 吸 水 性 に よ る 植 物 へ の 水 の 供 給 不 足 や 、 土 壌 の 通 気 性 を 低 下 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 開 平 ５ － ２ ９ ２ ８ ３ ３ 号 公 報 に は 、 バ イ ン ダ ー と し て 、 土 壌 に 対 し 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ
ト リ ウ ム ０ ． １ ～ １ ． ５ 重 量 ％ を 混 合 し た 育 苗 用 培 土 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 吸 水 性
ポ リ マ ー で あ る ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム を 混 合 す る こ と に よ り 、 根 部 の 土 壌 が 固 ま っ て
強 化 さ れ る も の の 、 発 芽 率 及 び 植 物 生 育 状 態 は 土 壌 そ の も の に お け る 場 合 と ほ ぼ 同 程 度 で
あ る 。 し か も 、 多 量 の ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム を 必 要 と す る 。 な お 、 こ の 文 献 に は 、 カ
ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス を 用 い る と 根 部 土 壌 の 強 化 が 得 ら れ な い こ と が 記 載 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 特 開 平 １ ０ － １ ７ ４ ５ １ ６ 号 公 報 に は 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル な ど の 水 溶 性 接 着 剤
と パ ー ラ イ ト と を 混 合 し 、 パ ー ラ イ ト 粒 子 を 接 着 さ せ 、 飛 散 、 発 塵 の な い 塊 状 パ ー ラ イ ト
を 生 成 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 パ ー ラ イ ト は 粒 子 内 部 に 空 孔 を 有 し 、 土 壌 と 混 合 す る
こ と に よ り 、 土 壌 の 保 水 性 や 通 気 性 を 維 持 で き る 多 孔 性 鉱 物 で あ る 。 し か し 、 パ ー ラ イ ト
に 対 し 多 量 の 水 溶 性 接 着 剤 （ ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル の 場 合 、 パ ー ラ イ ト に 対 し て ０ ． ８ 重
量 ％ 程 度 ） を 必 要 と し 、 ま た 、 土 壌 の 保 水 性 や 通 気 性 を 保 つ た め に 、 水 溶 性 接 着 剤 と パ ー
ラ イ ト と を 必 要 と す る た め 、 コ ス ト 的 に 不 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 、 吸 水 性 ポ リ マ ー を 水 と 混 合 す る こ と に よ る 植 物 育 成 培 地 の 研 究 が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
例 え ば 、 特 開 平 １ ０ － ３ ２ ３ １ ２ １ 号 公 報 に は 、 一 部 架 橋 さ れ た ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 な ど の
吸 水 性 ポ リ マ ー と 界 面 活 性 剤 と を 水 に 混 合 （ 水 に 対 し 、 吸 水 性 ポ リ マ ー ０ ． ０ １ ～ １ ０ 重
量 ％ 程 度 ） す る こ と に よ る 水 性 人 工 培 地 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｗ Ｏ ９ ８ ／ ０ ５ １ ９ ６
号 公 報 に は 、 一 部 架 橋 さ れ た ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 な ど の 吸 水 性 ポ リ マ ー と 水 と の 混 合 に よ る
ハ イ ド ロ ゲ ル 形 成 に よ る 植 物 保 水 用 担 体 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 架 橋 ポ リ マ ー は 高 吸
水 性 で あ る た め 、 土 壌 と の 混 合 は 、 植 物 根 部 へ の 給 水 不 足 や 通 気 性 の 低 下 な ど が 生 じ る お
そ れ が あ る 。 ま た 架 橋 し て い な い ポ リ マ ー に 比 べ て 高 価 で あ り 、 農 業 用 な ど に 用 い る に は
コ ス ト 的 に 不 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 植 物 生 育 の た め に 使 用 さ れ た 土 壌 又 は 砂 質 や 粘 土 質 を 多 く 含 む 土 壌 な ど は 、 吸 排 水
性 、 保 水 性 、 給 水 性 や 通 気 性 な ど の 機 能 が 低 下 し て お り 、 植 物 生 育 用 土 壌 に 再 生 す る た め
に は 、 土 壌 の 掘 り 起 こ し が 必 要 で あ る 。 し か し 、 こ の よ う な 方 法 で 再 生 し て も 、 土 壌 の 吸
排 水 性 、 保 水 性 、 給 水 性 や 通 気 性 な ど の 機 能 は す ぐ に 低 下 し て し ま う 。 そ の た め 、 土 壌 を
簡 便 に 再 生 す る こ と が 困 難 で あ り 、 植 栽 、 例 え ば 、 鉢 植 え な ど の 小 規 模 又 は 家 庭 栽 培 で は
、 再 び 植 物 生 育 に 用 い ら れ ず 廃 棄 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 土 壌 に 適 度 な 吸 排 湿 性 、 保 水 性 、 給 水 性 や 通 気 性 を 付 与 し 、 発
芽 率 や 植 物 成 長 を 促 進 か つ 改 善 す る た め に 有 用 な 培 養 土 と こ の 培 養 土 に よ る 植 物 生 育 改 善
方 法 及 び 発 芽 率 改 善 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 吸 排 湿 性 、 保 水 性 、 給 水 性 や 通 気 性 な ど の 機 能 が 低 下 し た 土 壌 を 活
性 化 さ せ 、 植 物 生 育 に 適 し た 土 壌 に 改 質 す る た め の 土 壌 改 質 剤 及 び 土 壌 改 質 方 法 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 前 記 課 題 を 達 成 す る た め 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 土 壌 と ご く 少 量 の 水 溶 性 セ ル
ロ ー ス 誘 導 体 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 土 壌 に 適 度 な 吸 排 水 性 、 保 水 性 及 び 給 水 性 を 付
与 で き る と と も に 、 団 粒 を 形 成 さ せ る こ と で 、 通 気 性 を 高 め る こ と が で き 、 発 芽 率 又 は 植
物 生 育 状 態 を 改 善 で き る こ と 、 機 能 が 低 下 し た 土 壌 で あ っ て も 、 植 物 生 育 に 適 し た 土 壌 に
簡 便 に 改 質 で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
す な わ ち 、 本 発 明 の 培 養 土 は 、 土 壌 と こ の 土 壌 に ご く 少 量 （ 例 え ば 、 土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に
対 し て 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 部 、 特 に ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ３ 重
量 部 ） 含 ま れ る 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 と で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 培 養 土 は 、 植 物
生 育 を 促 進 か つ 改 善 さ せ る 培 養 土 と し て 利 用 で き 、 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 植 物 生
育 改 善 剤 と し て 用 い る こ と が で き る 。 な お 、 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 、 セ ル ロ ー ス
エ ー テ ル 類 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 、 ア ル キ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ル ボ
キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 又 は そ の 塩 、 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス 及 び ア ル キ ル
カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 又 は そ の 塩 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 種 な ど で
構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の 平 均 置 換 度 は ０ ． ５ ～ １ ． ５ 程 度 で あ っ て も よ く 、 ２ ０ ℃
で の １ 重 量 ％ 水 溶 液 の 粘 度 が ５ ～ ２ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 程 度 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 部 程 度 の 割 合 で 混 合 し 、
種 子 の 発 芽 又 は 植 物 の 生 育 を 改 善 す る た め の 改 善 剤 で あ っ て 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 で
構 成 さ れ て い る 発 芽 率 改 善 剤 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 、 土 壌 と 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を 混 合 し た 培 養 土 に 、 播 種 又 は 植 物 を 栽 培
し 、 種 子 の 発 芽 又 は 植 物 の 生 育 を 改 善 す る 方 法 及 び 土 壌 と 前 記 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を 混 合 し
て 団 粒 を 生 成 さ せ 、 種 子 の 発 芽 又 は 植 物 の 生 育 を 改 善 す る 方 法 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 本 発 明 は 、 土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 ０ ． ０ ０ ０ １ ～
０ ． ５ 重 量 部 程 度 を 混 合 し て 植 物 生 育 に 適 し た 土 壌 に 改 質 す る た め の 改 質 剤 で あ っ て 、 水
溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 で 構 成 さ れ て い る 土 壌 改 質 剤 と 、 こ の 土 壌 改 質 剤 と 土 壌 と を 混 合 し
て 植 物 生 育 に 適 し た 土 壌 に 改 質 す る 方 法 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 培 養 土 は 、 土 壌 と 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 土 壌 と は 、 鹿 沼 土 、 赤 玉 土 、 日 向 土 、 黒 土 、 白 川 砂 、 桐 生 砂 、
矢 作 砂 、 川 砂 、 山 砂 、 れ き 、 腐 葉 土 、 バ ー ク 、 ク リ プ ト モ ス 、 ピ ー ト モ ス 、 石 灰 、 軽 石 、
山 苔 、 水 苔 、 ケ ト 土 、 火 山 灰 、 く ん 灰 、 パ ー ラ イ ト 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 、 ゼ オ ラ イ ト 、 オ
ス マ ン ダ 、 ド リ ー ム ボ ー ル 、 焼 赤 玉 、 ク レ イ ボ ー ル 、 ハ イ ド ロ ボ ー ル や 市 販 さ れ て い る 混
合 培 養 土 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 土 壌 は 、 単 独 で 又 は 二 種 以 上 組 み 合 わ せ て 使 用 し て
も よ い 。 ま た 、 土 壌 は 、 降 水 後 、 数 日 経 っ た 排 水 の よ い 土 壌 を 意 味 し 、 含 水 率 １ ４ ～ １ ５
重 量 ％ 程 度 又 は 固 形 分 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 水 １ ６ ～ １ ７ 重 量 部 程 度 を 含 む 土 壌 を 意 味
す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 培 養 土 を 構 成 す る 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 、 セ ル ロ ー ス エ ー テ ル 類 、 例 え ば 、 ア ル
キ ル セ ル ロ ー ス （ メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 エ チ ル セ ル ロ ー ス な ど の Ｃ １ － ４ ア ル キ ル セ ル ロ ー
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ス ） 、 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス （ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ
ル セ ル ロ ー ス な ど の ヒ ド ロ キ シ Ｃ ２ － ４ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス ） 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ
ー ス 又 は そ の 塩 （ ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 な ど ） 、 カ ル ボ キ
シ エ チ ル セ ル ロ ー ス 又 は そ の 塩 （ ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 な
ど ） 、 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス （ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ
ド ロ キ シ エ チ ル エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ
ロ ピ ル エ チ ル セ ル ロ ー ス な ど の Ｃ １ － ４ ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ Ｃ ２ － ４ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス
） 、 ア ル キ ル カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス （ カ ル ボ キ シ メ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ル ボ
キ シ メ チ ル エ チ ル セ ル ロ ー ス な ど の Ｃ １ － ４ ア ル キ ル カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ） 又 は
そ の 塩 （ ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 な ど ） が 挙 げ ら れ る 。 こ れ
ら の セ ル ロ ー ス エ ー テ ル は 、 単 独 で 又 は 二 種 以 上 組 み 合 わ せ て 使 用 し て も よ い 。 な お 、 セ
ル ロ ー ス 誘 導 体 と し て は 、 安 価 な 汎 用 水 溶 性 セ ル ロ ー ス エ ー テ ル 類 が 好 ま し く 、 メ チ ル セ
ル ロ ー ス 、 エ チ ル セ ル ロ ー ス な ど の Ｃ １ － ２ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル
ロ ー ス 又 は そ の 塩 （ 特 に 、 ナ ト リ ウ ム 塩 ） 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ
ロ ピ ル セ ル ロ ー ス な ど の ヒ ド ロ キ シ Ｃ ２ － ３ ア ル キ ル セ ル ロ ー ス が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の 粘 度 は 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が 土 壌 粒 子 を 結 び つ け て
団 粒 化 さ せ 、 土 壌 に 適 度 な 空 隙 を 形 成 し 通 気 性 を 維 持 す る こ と が 可 能 な 範 囲 内 で 選 択 で き
、 ２ ０ ℃ で の １ 重 量 ％ 水 溶 液 で 、 例 え ば 、 ５ ～ ２ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 、 好 ま し く は ２ ０ ～
１ ５ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 、 さ ら に 好 ま し く は １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 程 度 で あ る 。 粘
度 が ５ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 未 満 で あ る と 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が 土 壌 を 団 粒 化 す る こ と な く 、
水 分 と 共 に 溶 出 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の 平 均 重 合 度 は 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が 土 壌 に 団
粒 を 形 成 で き る 程 度 の 粘 度 を 保 持 で き る 範 囲 内 で 選 択 で き 、 例 え ば 、 １ ０ ～ ６ ０ ０ ０ 、 好
ま し く は ５ ０ ～ ３ ０ ０ ０ 、 さ ら に 好 ま し く は ２ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の 平 均 置 換 度 （ グ ル コ ー ス １ 単 位 あ た り に 存 在 す る ヒ ド ロ キ
シ ル 基 の 平 均 エ ー テ ル 化 度 ） は 、 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が 水 溶 性 と な る 範 囲 で 選 択
で き 、 例 え ば 、 ０ ． ４ ～ ２ ． ５ 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １ ． ５ 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ５ ～
１ ． ２ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 、 植 物 由 来 の セ ル ロ ー ス か ら 誘 導 さ れ る ポ リ マ ー で
あ る た め 、 人 体 に と っ て 安 全 で 取 り 扱 い が 容 易 で あ る だ け で な く 、 生 分 解 性 を 有 し て お り
、 環 境 に 対 す る 負 荷 が 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 培 養 土 を 構 成 す る 土 壌 と 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 と の 割 合 は 、 ご く 小 さ く て よ い 。 例
え ば 、 土 壌 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 部 、
好 ま し く は ０ ． ０ ０ ０ ５ ～ ０ ． ４ 重 量 部 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ３ 重 量 部 程
度 で あ る 。 な お 、 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を ０ ． ５ 重 量 部 を 越 え て 使 用 す る と 、 植 物
生 育 環 境 に お い て 、 過 剰 な 吸 水 に よ る 種 子 や 植 物 根 部 へ の 給 水 不 足 や 、 団 粒 形 成 の 阻 害 に
よ る 土 壌 の 通 気 性 の 低 下 を ま ね く 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 前 記 培 養 土 は 、 そ の ま ま 種 子 の 発 芽 及 び 植 物 生 育 に 用 い る こ と が で き る が 、 培 養 土
の ｐ Ｈ 値 に よ っ て は 、 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の 沈 殿 又 は 析 出 が 生 じ 、 土 壌 の 団 粒 化
を 阻 害 す る 可 能 性 が あ り 、 種 子 の 発 芽 又 は 植 物 生 育 に お い て も 好 ま し く な い 場 合 が あ る 。
こ の た め 、 前 記 培 養 土 に 苦 土 石 灰 、 ピ ー ト モ ス な ど を 混 合 し 、 ｐ Ｈ 調 整 （ ｐ Ｈ ４ ． ５ ～ ７
． ５ 、 特 に ｐ Ｈ ５ ． ５ ～ ６ ． ５ 程 度 の 弱 酸 性 が 望 ま し い ） し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 前 記 培 養 土 は 前 述 の 苦 土 石 灰 な ど の 他 、 肥 料 や 農 薬 な ど を 併 用 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
肥 料 と し て は 、 窒 素 質 肥 料 （ 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 塩 化 ア ン モ ニ ウ ム 、 硝 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、
尿 素 、 石 灰 窒 素 な ど ） 、 リ ン 酸 質 肥 料 （ 過 リ ン 酸 石 灰 、 重 過 リ ン 酸 石 灰 、 溶 成 リ ン 肥 、 焼
成 リ ン 肥 、 腐 植 酸 リ ン 肥 、 加 工 リ ン 酸 肥 料 、 副 産 リ ン 酸 肥 料 、 混 合 リ ン 酸 肥 料 な ど ） 、 カ
リ 質 肥 料 、 有 機 質 肥 料 、 石 灰 質 肥 料 、 ケ イ 酸 質 肥 料 、 マ ン ガ ン 質 肥 料 、 ホ ウ 素 質 肥 料 、 苦
土 肥 料 、 複 合 肥 料 （ 化 成 肥 料 、 成 形 複 合 肥 料 、 吸 着 複 合 肥 料 、 被 覆 複 合 肥 料 、 副 産 複 合 肥
料 、 液 状 複 合 肥 料 、 配 合 肥 料 、 家 庭 園 芸 用 複 合 肥 料 な ど ） 、 微 量 元 素 複 合 肥 料 な ど が 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
農 薬 と し て は 、 殺 虫 剤 、 殺 ダ ニ 剤 、 殺 線 虫 剤 、 殺 菌 剤 、 除 草 剤 、 植 物 成 長 調 整 剤 な ど が あ
げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 こ れ ら の 肥 料 又 は 農 薬 は 、 液 状 又 は 粉 粒 体 な ど の 固 体 状 の 形 態 で 使 用 し て も よ く 、
単 独 で 又 は 二 種 以 上 組 み 合 わ せ て 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
前 記 培 養 土 は 土 壌 と 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 と を 混 合 す る こ と に よ り 調 製 で き 、 前 記
水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 水 溶 液 の 形 態 で あ っ て も よ い が 、 通 常 、 粉 粒 体 の 形 態 で 混 合 す
る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 記 培 養 土 に よ れ ば 、 育 成 中 を 通 じ て 、 土 壌 の 吸 排 湿 性 、 保 水 性 や 根 部 へ の 給 水 性 を 適 度
に 保 つ こ と が で き 、 か つ 土 壌 粒 子 を 結 び つ け て 団 粒 を 形 成 さ せ る こ と で 、 土 壌 に 適 度 な 空
隙 を 形 成 し 、 土 壌 の 通 気 性 を 保 つ こ と が で き る 。 そ の た め 、 培 養 土 を 用 い る と 、 播 種 又 は
植 物 の 栽 培 に お い て 、 種 子 の 発 芽 率 又 は 植 物 の 生 育 状 態 を 促 進 か つ 改 善 す る こ と が で き る
。 従 っ て 、 前 記 割 合 で 用 い る 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 発 芽 率 改 善 剤 と し て 有 用 で あ る 。
さ ら に 、 ご く 少 量 の 前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 と 、 吸 排 水 性 、 保 水 性 、 給 水 性 や 通 気 性
な ど の 機 能 が 低 下 し た 植 物 生 育 に 適 さ な い 土 壌 （ 例 え ば 、 植 物 生 育 の た め に 使 用 さ れ た 又
は 砂 質 や 粘 土 質 を 多 く 含 む 土 壌 な ど ） と を 混 合 す る こ と に よ り 、 吸 排 水 性 、 保 水 性 、 給 水
性 や 通 気 性 な ど の 機 能 を 復 活 又 は 発 現 さ せ 、 植 物 生 育 に 適 し た 土 壌 に 改 質 す る こ と が で き
る 。 従 っ て 、 前 記 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 、 土 壌 改 質 剤 と し て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 の 培 養 土 及 び 改 善 方 法 は 、 農 業 （ 田 畑 に お け る 植 物 栽 培 、 育 苗 、 プ ラ ン テ ー シ ョ ン
な ど ） 、 林 業 、 造 園 業 、 家 庭 園 芸 （ 鉢 植 え 、 プ ラ ン タ ー 栽 培 、 盆 栽 、 家 庭 菜 園 、 ガ ー デ ニ
ン グ な ど ） な ど に 幅 広 く 利 用 で き 、 収 穫 量 の 増 加 、 発 芽 率 の 向 上 、 枯 死 の 減 少 、 低 コ ス ト
化 、 水 資 源 の 節 約 、 植 物 育 成 に 適 さ な い 土 壌 に お け る 植 物 栽 培 な ど に も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の 改 善 剤 お よ び 改 質 剤 は 、 ご く 少 量 混 合 す る こ と で 、 土 壌 に 吸 排 水 性 、 保 水
性 、 給 水 性 や 通 気 性 な ど の 機 能 を 簡 便 に 付 与 す る こ と が で き 、 か つ こ の 付 与 さ れ た 機 能 は
長 期 に わ た り 保 持 さ れ る た め 、 前 述 の 用 途 （ 例 え ば 、 農 業 な ど ） に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 で は 、 ご く 少 量 の 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 と 土 壌 を 混 合 し た 培 養 土 を 用 い て 、 播 種
又 は 植 物 の 栽 培 を 行 う と 、 発 芽 率 又 は 植 物 の 生 育 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 植
物 生 育 に 適 さ な い 土 壌 に こ の 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を ご く 少 量 混 合 す る こ と に よ り 、 活
性 化 で き 、 植 物 生 育 に 適 し た 土 壌 に 改 質 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 、 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に よ
っ て 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
実 施 例 １ （ 培 養 土 の 調 製 ）
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天 日 乾 燥 さ せ た 土 壌 ５ ． ０ Ｌ （ ３ ７ ５ ０ ｇ 、 市 販 の 赤 玉 土 ） に 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ
ー ス ナ ト リ ウ ム （ ２ ５ ℃ に お け る １ 重 量 ％ 水 溶 液 粘 度 ９ ０ ７ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 、 平 均 置 換 度 ０
． ７ ５ ） を １ ０ ｇ （ 土 壌 に 対 し ０ ． ２ ７ 重 量 ％ ） 散 布 し 、 よ く 攪 拌 し た 。 次 い で 、 十 分 に
灌 水 し 、 再 び よ く 攪 拌 し て 培 養 土 を 調 製 し た 。 得 ら れ た 培 養 土 で は 、 団 粒 形 成 が 、 目 視 及
び 手 の 感 触 か ら 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
実 施 例 ２ （ 種 子 の 植 え 付 け ）
実 施 例 １ で 調 製 し た 培 養 土 に 青 首 大 根 の 種 子 （ ト ー ホ ク （ 株 ） 製 ） ５ ０ 粒 を 播 種 し て 、 適
宜 、 水 分 を 補 給 し な が ら 屋 外 で １ ２ 日 間 育 成 し た （ ７ 月 末 か ら ８ 月 初 旬 ） 。 引 き 続 き 、 発
芽 し た 青 首 大 根 を 栽 培 し 、 青 首 大 根 の 生 育 状 況 及 び 土 壌 の 状 態 を 調 べ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
比 較 例 １
十 分 に 灌 水 し 、 よ く 攪 拌 し た 実 施 例 １ で 使 用 し た 土 壌 ５ Ｌ に 青 首 大 根 の 種 子 （ ト ー ホ ク （
株 ） 製 ） ５ ０ 粒 を 播 種 し て 、 適 宜 、 水 分 を 補 給 し な が ら 、 実 施 例 ２ と 同 じ 条 件 で 育 成 し た
。 引 き 続 き 、 発 芽 し た 青 首 大 根 を 栽 培 し 、 青 首 大 根 の 生 育 状 況 及 び 土 壌 の 状 態 を 調 べ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
表 １ か ら も 明 ら か な よ う に 、 比 較 例 １ に 比 べ 、 実 施 例 ２ の 培 養 土 で は 、 発 芽 率 、 生 育 状 況
共 に 大 き く 向 上 し 、 青 首 大 根 の 成 長 を 促 進 か つ 改 善 で き た 。 ま た 、 実 施 例 ２ で は 、 栽 培 中
を 通 じ 、 土 壌 は 軟 ら か く 、 通 気 性 が 良 好 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 下 の 実 施 例 ３ 及 び 比 較 例 ２ で は 、 ご く 少 量 の 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の 混 合 が 、 土 壌 の
状 態 に 与 え る 影 響 を 観 察 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
実 施 例 ３ （ 土 壌 の 改 質 ）
十 分 乾 燥 さ せ た 土 壌 １ ０ ０ ０ ｍ Ｌ （ ７ ５ ０ ｇ 、 市 販 の 赤 玉 土 ） に 、 実 施 例 １ で 使 用 し た カ
ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム ２ ． ０ ｇ を 散 布 し て よ く 攪 拌 し た 。 攪 拌 後 、 水 ３ ０
０ ｍ Ｌ を 加 え 、 水 が 土 壌 全 体 に 馴 染 む よ う に 攪 拌 調 製 し た 。 攪 拌 調 製 し た 土 壌 を ２ ０ ０ ０
ｍ Ｌ の メ ス シ リ ン ダ ー に 移 し 、 外 気 温 ２ ７ ℃ の 室 外 に 放 置 し 、 水 の 蒸 発 量 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
比 較 例 ２
十 分 乾 燥 さ せ た 土 壌 １ ０ ０ ０ ｍ Ｌ （ ７ ５ ０ ｇ 、 市 販 の 赤 玉 土 ） を ２ ０ ０ ０ ｍ Ｌ の メ ス シ リ
ン ダ ー に 入 れ 、 水 ３ ０ ０ ｍ Ｌ を 加 え 、 水 が 土 壌 全 体 に 馴 染 む よ う に 攪 拌 調 製 し た 。 攪 拌 調
製 し た 土 壌 を 、 外 気 温 ２ ７ ℃ の 室 外 に 放 置 し 、 水 の 蒸 発 量 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
表 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 実 施 例 ３ で は 、 土 壌 に 団 粒 が 形 成 さ れ 、 土 粒 子 間 に 無 数 の 間 隙
が 生 じ て 水 を 混 合 し た 直 後 の 体 積 が 膨 張 し 、 通 気 性 が 保 た れ て い た 。 ま た 、 比 較 例 ２ と 比
べ 、 実 施 例 ３ で は 、 ７ 日 後 に お け る 保 水 量 が は る か に 多 く 、 十 分 な 保 水 効 果 が 得 ら れ 、 土
壌 に 保 水 性 や 通 気 性 な ど の 機 能 を 発 現 さ せ 、 改 質 す る こ と が で き た 。
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